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「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

は　

じ　

め　

に

　

近
世
中
期
頃
、
唐
話
学
の
流
行
に
伴
っ
て
多
く
の
白
話
小
説
が
日

本
に
渡
来
し
た
。
そ
れ
ら
は
当
初
唐
話
学
習
者
の
教
材
と
し
て
用
い

ら
れ
た
が
、
や
が
て
読
み
物
と
し
て
広
く
人
々
の
興
味
を
惹
き
付
け

て
い
く
。
そ
の
時
流
の
中
で
刊
行
さ
れ
た
『
小
説
精
言
』（
寛
保
三
／

一
七
四
三
年
刊
、
以
下
『
精
言
』
と
略
）、『
小
説
奇
言
』（
宝
暦
三
／
一

七
五
三
年
刊
、
以
下
『
奇
言
』）、『
小
説
粋
言
』（
宝
暦
八
／
一
七
五
八
年

刊
、
以
下
『
粋
言
』）
は
、
短
篇
白
話
小
説
集
「
三
言
二
拍
」
等
か
ら

選
出
し
た
短
篇
小
説
の
本
文
に
、
訓
点
や
左
訓
を
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
三
作
併
せ
て
「
和
刻
三
言
」「
小
説
三
言
」
等
と
称
さ
れ
る
が
、

以
下
本
稿
で
は
「
和
刻
三
言
」
と
呼
ぶ
。『
精
言
』『
奇
言
』
は
当
時

唐
話
学
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
っ
た
岡
白
駒
（
元
禄
五
／
一
六
九
二
─

明
和
四
／
一
七
六
七
）
が
、『
粋
言
』
は
白
駒
の
下
で
唐
話
や
白
話
小

説
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
沢
田
一
斎
（
元
禄
十
四
／
一
七
〇
一
─
天
明
二

／
一
七
八
二
）
が
手
掛
け
、
一
斎
が
主
人
を
務
め
る
京
都
の
書
肆
、

風
月
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

　

「
和
刻
三
言
」
は
当
時
の
白
話
小
説
受
容
の
形
態
を
窺
わ
せ
る
興

味
深
い
資
料
で
あ
り
、
つ
と
に
石
崎
又
造
氏
が
そ
の
価
値
を
指
摘
し

て
以
来
、
様
々
な
方
面
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
検

討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、「
和
刻
三
言
」
収
録
篇
の
選
択
基
準
、
そ

の
背
景
に
あ
る
施
訓
者
達
の
小
説
評
価
の
方
法
で
あ
る
。

　

「
和
刻
三
言
」
に
収
録
さ
れ
た
短
篇
白
話
小
説
は
、『
精
言
』
に

四
篇
、『
奇
言
』
五
篇
、『
粋
言
』
五
篇
の
計
十
四
篇
で
あ
る
。
本
稿

末
尾
に
掲
げ
る
表
一
に
、
各
巻
の
題
と
原
拠
を
示
し
て
い
る
の
で
参

照
さ
れ
た
い
。
数
あ
る
短
篇
小
説
の
中
か
ら
こ
の
十
四
篇
が
選
択
さ

れ
た
背
景
に
は
、
施
訓
者
達
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
基
準
が
設
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。「
三
言
二
拍
」
に
は
様
々
な
テ
ー
マ

①

②

③

「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の

評
価
に
つ
い
て

─
─
施
訓
者
の
序
を
手
掛
か
り
に

宮　

 

本　

 

陽　

 

佳

日
本
学
術
振
興
会
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の
短
編
小
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
採
録
に
際
し
小
説
の

ど
の
よ
う
な
点
を
重
視
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
日
ま
で
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
論
考
に
は
、
尾
形
仂
氏
の

も
の
が
あ
る
。
尾
形
氏
は
「
和
刻
三
言
」
の
採
録
篇
や
、「
三
言
二

拍
」
の
翻
案
と
し
て
知
ら
れ
る
都
賀
庭
鐘
の
『
英
草
紙
』
が
素
材
と

し
て
利
用
し
た
小
説
の
特
性
に
言
及
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘

し
た
。一

斎
が
『
小
説
精
言
』
の
序
に
「
小
説
亦
一
家
已
。（
中
略
）

俚
言
駴
㆑
人
、
徴
直
爰
居
之
鐘
鼓
也
」
と
い
い
、
庭
鐘
が
『
英

草
紙
』
の
序
に
「
鄙
言
却
て
俗
の
僘
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
義
に

本
づ
き
義
に
す
す
む
事
あ
り
て
、
半
夜
の
鐘
声
深
更
を
告
ぐ
る

の
助
と
な
ら
ん
こ
と
、
近
路
行
者
・
千
里
浪
子
（
と
も
に
庭
鐘

の
匿
名
）
の
素
心
な
る
哉
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
か
れ
ら

は
そ
こ
に
、
単
な
る
娯
楽
消
閑
の
具
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
る
意

味
で
政
教
に
つ
な
が
り
、
儒
家
の
一
翼
を
担
う
べ
き
意
義
を
見

出
す
。

　

こ
こ
で
尾
形
氏
は
「
一
斎
が
『
小
説
精
言
』
の
序
に
云
々
」
と
、

『
精
言
』
巻
一
の
表
紙
見
返
し
部
分
に
付
さ
れ
た
一
斎
の
文
を
挙
げ

る
。
た
だ
こ
れ
は
「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
の
選
択
基
準
を
汲
み
取
る

に
は
少
々
短
く
、
ま
た
当
然
な
が
ら
白
駒
の
意
図
は
読
み
取
る
こ
と

が
出
来
な
い
。

　

「
和
刻
三
言
」
に
は
、『
精
言
』
に
白
駒
の
序
、『
粋
言
』
に
一
斎

の
序
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
丁
か
ら
三
丁
程
度
の
分
量
で
付
さ
れ
て
い
る
。

管
見
の
限
り
詳
し
く
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
が
、
本
稿
で

は
こ
の
二
つ
の
序
に
注
目
し
、「
和
刻
三
言
」
の
採
録
篇
や
二
人
の

小
説
の
評
価
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
ま
た
二
人
の

序
は
、「
和
刻
三
言
」
の
刊
行
意
図
や
当
時
の
白
話
小
説
の
受
容
層

を
探
る
上
で
も
有
用
な
も
の
に
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一　

想
定
さ
れ
る
選
択
基
準
と
そ
の
問
題
点

　

「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
つ
い
て
本
格
的
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、

管
見
の
限
り
先
に
挙
げ
た
尾
形
氏
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
尾

形
氏
の
説
を
整
理
し
、
想
定
さ
れ
た
選
択
基
準
と
そ
の
問
題
点
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　

尾
形
氏
は
ま
ず
「
三
言
二
拍
」
に
関
す
る
先
行
研
究
を
挙
げ
、
こ

こ
に
収
め
ら
れ
る
短
篇
小
説
の
一
部
に
は
、「
当
代
庶
民
の
心
情
に

④

⑤

⑥
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「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

近
い
立
場
に
立
っ
て
、
恋
愛
を
中
心
と
す
る
庶
民
の
生
活
を
主
と
し

て
描
い
て
い
る
点
に
、
こ
れ
ら
を
士
大
夫
の
文
学
と
区
別
す
る
大
き

な
特
色
」
が
あ
る
と
述
べ
る
。
一
方
で
「
和
刻
三
言
」
に
採
ら
れ
た

恋
愛
物
は
「
相
思
相
愛
の
真
情
を
謳
う
と
い
う
よ
り
も
、
外と

つ
国く
に

の

風
流
奇
談
へ
の
興
味
と
い
っ
た
色
合
い
が
濃
」
く
、
ま
た
女
性
を
主

人
公
と
す
る
も
の
は
採
ら
れ
て
い
な
い
（『
西
湖
佳
話
』
か
ら
の
採
録

を
除
く
）
こ
と
を
指
摘
す
る
。
更
に
「
そ
れ
ぞ
れ
に
四
な
い
し
五
篇

の
短
篇
を
収
め
た
各
書
の
、
各
巻
頭
の
諸
篇
が
重
い
意
味
を
担
っ
て

い
る
と
す
る
な
ら
ば
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
各
巻
頭
に
置
か
れ
た

小
説
の
庶
民
性
の
低
さ
を
指
摘
し
、
白
駒
と
一
斎
は
「
士
大
夫
の
文

学
」
を
重
視
し
て
い
る
と
結
論
付
け
る
。

　

次
に
、『
精
言
』
巻
一
に
つ
い
て
の
氏
の
見
解
を
示
し
て
お
こ
う
。

『
精
言
』
巻
一
「
十
五
貫
戯
言
成
巧
禍
」
の
梗
概
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

臨
安
の
劉
貴
は
あ
る
日
「
商
売
の
元
手
に
」
と
舅
か
ら
十
五
貫

の
銭
を
与
え
ら
れ
た
が
、
妾
の
陳
氏
に
は
「
こ
れ
は
お
前
を
売

っ
た
金
だ
」
と
冗
談
を
言
う
。
こ
れ
を
真
に
受
け
た
陳
氏
は
そ

の
夜
家
を
抜
け
出
し
、
明
朝
両
親
の
元
へ
と
向
か
う
。
同
じ
夜
、

鍵
が
開
い
た
ま
ま
に
な
っ
た
劉
家
に
賊
が
入
り
、
銭
は
奪
わ
れ
、

劉
貴
は
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
陳
氏
は
途
中
道
連
れ
に
な
っ
た

青
年
と
共
に
連
れ
戻
さ
れ
、
劉
貴
を
殺
し
た
疑
い
で
裁
判
に
か

け
ら
れ
る
。
青
年
が
偶
然
十
五
貫
の
銭
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
二
人
は
拷
問
の
末
処
刑
さ
れ
た
。
一
年
後
、
劉
貴
の
妻
・

王
氏
が
実
家
に
戻
る
途
中
、
賊
に
襲
わ
れ
て
そ
の
妻
に
さ
れ
る
。

後
、
そ
の
賊
が
劉
貴
を
殺
し
た
真
犯
人
だ
と
知
っ
た
王
氏
は
法

廷
に
訴
え
出
て
、
賊
は
処
刑
さ
れ
た
。

　

こ
の
話
は
次
の
詩
で
締
め
く
く
ら
れ
る
（
訓
点
は
『
精
言
』
の
通

り
）。善

─

惡
無
㆑
シ
ニ

分
チ

總
テ

喪
㆑
フ
ハ

軀
ヲ

。　

只
因
テ㆓
戲
─

語
ニ㆒
釀
ス㆑
殃
─

危
ヲ

。

勸
ム㆑
君
ニ

出
㆑
ス
ハ

話
ヲ

須
シ㆓
誠
─

信
㆒
ニ
ス

。
口
─

舌
從
─

來
是
レ

禍
─

基
。

　

こ
れ
に
従
え
ば
、
こ
の
話
の
主
旨
は
「
口
舌
從
來
是
レ
禍
基
」
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
尾
形
氏
は
白
駒
ら
が
重
視
し
た
の
は
「
一

時
の
冗
談
が
と
ん
だ
災
禍
を
招
い
た
と
い
う
他
愛
も
な
い
話
の
筋
よ

り
も
、
凡
庸
な
役
人
の
、
拷
問
に
よ
っ
て
一
時
を
糊
塗
し
た
軽
率
な

裁
判
が
、
い
か
に
人
民
を
不
幸
に
堕
れ
る
か
と
い
う
秕
判
」
で
あ
る

と
し
、「
そ
こ
に
は
本
来
政
治
へ
の
責
任
を
も
つ
べ
き
者
と
し
て
の
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一
つ
の
関
心
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
氏
は
こ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
、

白
駒
や
一
齋
が
「
士
大
夫
の
文
学
も
し
く
は
文
人
の
文
学
」
を
重
視

し
、
更
に
「
三
言
二
拍
」
の
中
に
「
あ
る
意
味
で
政
教
に
つ
な
が
り
、

儒
家
の
一
翼
を
担
う
べ
き
意
義
」
を
見
出
し
て
い
る
と
考
察
す
る
。

　

た
だ
し
、
後
に
示
す
よ
う
に
、
一
斎
は
妓
女
を
話
の
中
心
に
据
え

る
「
杜
十
娘
怒
沈
百
寶
箱
」
等
も
同
シ
リ
ー
ズ
で
刊
行
し
よ
う
と
し

て
い
た
と
推
測
さ
れ
、「
士
大
夫
の
文
学
」
ば
か
り
を
重
視
し
て
い

た
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
。
尾
形
氏
の
説
は
示
唆
に
富
む
が
、

再
考
の
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、

作
品
の
選
択
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
氏
の
み
で
あ
り
、
未
だ

議
論
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
別
の
角
度
か
ら
考
え
る
こ
と

は
出
来
な
い
か
、
次
節
よ
り
白
駒
・
一
齋
の
序
と
「
和
刻
三
言
」
収

録
篇
の
性
格
を
検
討
す
る
。

二　

岡
白
駒
に
よ
る
小
説
の
評
価

二
－

ａ 

白
駒
序
と
『
今
古
奇
觀
』
序
の
類
似

　

『
精
言
』
に
付
さ
れ
た
白
駒
の
序
に
つ
い
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る

の
は
冒
頭
部
分
が
『
今
古
奇
観
』
序
に
類
似
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

『
今
古
奇
観
』
は
「
三
言
二
拍
」
に
収
録
さ
れ
る
延
べ
二
百
篇
の

短
篇
小
説
の
中
か
ら
、
四
十
篇
を
採
録
し
た
選
集
で
あ
る
。「
抱
甕

老
人
」
編
と
さ
れ
、
序
は
「
笑
花
主
人
」
な
る
人
物
が
付
し
て
い
る

が
、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
明
末
頃
に
成
立

し
、
そ
の
後
清
末
に
至
る
ま
で
様
々
な
版
本
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
た

め
伝
本
は
「
三
言
二
拍
」
に
比
べ
て
数
、
種
類
と
も
に
は
る
か
に
多

く
、
日
本
に
も
複
数
舶
来
し
て
い
る
。
版
本
間
に
は
文
字
の
異
同
等

が
見
ら
れ
る
が
、
序
の
内
容
は
概
ね
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。

　

次
に
白
駒
の
『
精
言
』
序
と
、『
今
古
奇
観
』
序
の
冒
頭
を
併
せ

て
掲
げ
る
。
特
に
近
似
し
て
い
る
箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
、
対
応
関

係
を
示
し
た
（
句
読
点
、
書
名
を
示
す
『　

』
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
）。

　
『
精
言
』
序

小
説
者
、
史
之
裂
也
。
馬
貴
與
列
諸
子
家
、
盖
以
其
為
一
家
已
。

討
厥
源
流
、
則
昉
乎
『
燕
丹
子
』、
次
之
、
曼
倩
『
神
異
』
同

『
洞
冥
』
諸
記
、
茂
先
『
博
物
志
』、
令
升
『
捜
神
記
』、
彦
升

⑦
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「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

『
述
異
』、
休
文
『
齊
諧
』。
學
者
多
稱
焉
。『
漢
武
内
傳
』、

『
飛
燕
外
傳
』、
雖
曰
別
史
、
亦
古
之
小
説
也
。
自
此
已
還
、

如
『
虬
髯
』、『
紅
線
』、『
隠
嬢
』、『
白
猿
』
諸
傳
、
雖
近
誣
誕

乎
、
辞
資
于
史
漢
。
総
厥
帰
塗
。
則
皆
史
之
流
亜
也
。
南
宋
孝

宗
以
天
下
養
太
上
皇
。
倦
勤
之
餘
、
牽
黄
臂
蒼
、
不
足
以
娯
其

心
、
廼
命
待
從
、
日
訪
民
間
奇
事
、
以
給
逍
遥
之
具
。
是
通
俗

演
義
一
種
、
乃
始
盛
行
。

『
今
古
奇
観
』
序

小
説
者
、
正
史
之
餘
也
。『
荘
』、『
列
』
所
載
化
人
、
傴
僂
、

丈
人
昔
事
、
不
列
於
史
。『
穆
天
子
』、『
四
公
傳
』、『
呉
越
春

秋
』、
皆
小
説
之
類
也
。『
開
元
遺
事
』、『
紅
線
』、『
無
雙
』、

『
香
丸
』、『
隠
娘
』
諸
傳
、『
輪揆
車
』、『
夷
堅
』
各
誌
名
為
小

説
、
而
文
雅
馴
、
閭
閻
罕
能
道
之
。
優
人
黄
繙
綽
、
敬
新
磨
等

搬
演
襍
劇
、
隠
諷
時
事
、
事
属
烏
有
、
雖
通
於
倍
、
本
不
傳
。

至
有
宋
孝
皇
以
天
下
養
太
上
、
命
侍
従
、
訪
民
間
奇
事
、
日
進

一
回
、
謂
之
説
話
人
。
而
通
俗
演
義
一
種
、
乃
始
盛
行
。

　

書
出
し
の
形
や
、
様
々
な
書
名
、
孝
宗
の
名
前
を
挙
げ
て
「
通
俗

演
義
」
の
興
り
を
語
る
展
開
は
全
く
の
同
文
で
は
な
い
が
類
似
し
て

お
り
、
白
駒
が
『
今
古
奇
観
』
序
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。『
今
古
奇
観
』
が
「
和
刻
三
言
」
の
底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
る

の
は
『
奇
言
』
以
降
で
あ
る
が
（
表
一
）、
当
時
「
三
言
二
拍
」
よ

り
も
多
く
の
版
本
が
流
布
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
白
駒
が
『
精
言
』
の
刊
行
時
、
或
い
は
も
っ
と
早
く
に
、
そ
の

序
文
を
閲
覧
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

先
述
の
通
り
、『
今
古
奇
観
』
は
「
三
言
二
拍
」
よ
り
短
篇
小
説

を
採
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
序
だ
け
で
な
く
、
作
品
選
択
の
基
準
に

つ
い
て
も
、『
精
言
』
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
次
に
『
今
古
奇
観
』
の
序
と
収
録
篇
の
傾
向
に
つ
い
て
確

認
し
、『
精
言
』
と
の
共
通
点
を
探
っ
て
み
た
い
。

二

－

ｂ 

『
今
古
奇
觀
』
の
收
錄
篇
選
擇
に
つ
い
て

　

『
今
古
奇
観
』
序
に
つ
い
て
は
、
材
木
谷
敦
氏
が
「
三
言
二
拍
」

各
序
と
比
較
し
な
が
ら
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
材
木
谷
氏
は
、

「『
今
古
奇
觀
』
序
は
、（『
三
言
』
の
神
仙
・
怪
異
譚
を
重
視
し
な
か
っ

た
『
今
古
奇
觀
』
同
様
？
）
即
─
─
現
實
的
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
ま

た
『
今
古
奇
観
』
序
が
現
実
性
に
執
着
し
て
い
た
の
は
読
者
の
「
風

⑧

⑨
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化
（
上
層
の
者
が
下
層
の
者
を
「
風
で
化
す
る
」
こ
と
）」
を
重
視
し
た

た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。　

　

次
に
『
今
古
奇
観
』
序
の
中
で
、
小
説
の
現
実
性
と
風
化
の
関
係

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
掲
げ
る
（
訳
は
筆
者
に
よ
る
。
訳

中
の
（　

）
は
筆
者
が
補
っ
た
箇
所
で
あ
る
。
以
下
同
）。

然
『
金
瓶
』
書
麗
、
貽
譏
於
誨
淫
。『
西
遊
』、『
西
洋
』
逞
臆

於
畫
鬼
。
無
関
風
化
、
奚
取
連
篇
。
…
…
夫
天
下
之
真
奇
在
、

未
有
不
出
於
庸
常
者
也
。
仁
義
礼
智
、
謂
之
常
心
、
忠
孝
節
烈
、

謂
之
常
行
、
善
悪
果
報
、
謂
之
常
理
、
聖
賢
豪
傑
、
謂
之
常
人
。

然
常
心
不
多
顕
、
常
人
不
多
見
、
則
相
与
驚
而
道
之
。
聞
者
或

悲
或
嘆
、
或
喜
或
愕
。
其
善
者
知
勧
、
而
不
善
者
亦
有
所
慚
恧

悚
惕
、
以
共
成
風
化
之
美
。〔『
金
瓶
梅
』
は
書
き
ぶ
り
は
美
し

い
が
読
者
の
淫
欲
を
そ
そ
の
か
す
面
で
批
判
を
招
き
、『
西
遊

記
』『
西
洋
記
』
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
描
い
た
面
で
勝
手
な

憶
測
で
あ
っ
た
。
風
化
に
無
関
係
で
あ
れ
ば
、
篇
を
重
ね
て
も

ど
う
し
て
評
価
出
来
よ
う
か
。
…
…
天
下
の
真
の
奇
（
平
凡
で

は
な
く
素
晴
ら
し
い
も
の
）
は
常
に
あ
る
ご
く
普
通
の
も
の
か
ら

出
な
い
も
の
は
な
い
の
だ
。
仁
義
礼
智
、
こ
れ
は
不
変
の
心
で

あ
り
、
忠
孝
節
烈
、
こ
れ
は
不
変
の
行
い
、
善
悪
果
報
、
こ
れ

は
不
変
の
理
、
聖
賢
豪
傑
、
こ
れ
は
不
変
の
人
（
ゆ
る
が
な
い

人
）
で
あ
る
。
不
変
の
心
は
表
面
に
は
現
れ
ず
、
不
変
の
人
は

多
く
現
れ
な
い
が
、（
現
れ
れ
ば
）
驚
い
て
こ
れ
を
言
う
。
こ
れ

を
聞
く
者
は
、
或
い
は
悲
し
み
或
い
は
嘆
き
、
或
い
は
喜
び
或

い
は
驚
く
。
善
者
は
勧
善
を
知
り
、
善
で
な
い
者
も
ま
た
恥
じ

怖
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
両
者
は
一
緒
に
風
化
の
美
を
成
す
の

で
あ
る
。〕

　

右
の
傍
線
を
付
し
た
箇
所
か
ら
は
、
現
実
や
普
通
の
こ
と
を
重
ん

じ
る
考
え
が
窺
わ
れ
る
。
材
木
谷
氏
は
「
小
説
が
現
実
的
で
あ
れ
ば

受
容
者
に
と
っ
て
は
自
身
の
世
界
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
少
な
く
、
結
果
、

風
化
の
效
果
が
上
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。」
と
推
測

し
て
い
る
。

　

実
際
に
収
録
さ
れ
た
小
説
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
千
田
九
一
氏
に

よ
る
言
及
が
あ
る
。
千
田
氏
は
、『
今
古
奇
観
』
が
「
三
言
」
の
中

で
も
「
霊
怪
的
、
神
鬼
的
な
宋
元
旧
話
本
」
を
概
ね
除
外
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、「
こ
れ
は
編
者
が
も
っ
ぱ
ら
現
実
を
重
視
し
た
た

め
で
、
こ
の
点
、
か
な
り
の
見
識
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
よ
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「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

か
ろ
う
。」
と
述
べ
る
。
更
に
収
録
さ
れ
た
作
品
は
「
総
体
的
に
市

民
の
思
想
感
情
を
代
弁
し
、
現
実
の
社
会
に
す
る
ど
い
批
判
の
眼
を

む
け
て
い
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

小
説
の
教
訓
性
や
効
用
を
説
く
よ
う
な
序
は
、
し
ば
し
ば
建
前
で

あ
る
と
い
う
見
方
が
さ
れ
る
。
し
か
し
近
年
、
大
木
康
氏
は
「
三

言
」
に
つ
い
て
、
序
に
見
え
る
意
図
が
収
録
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
序
を
「
韜
晦
と
見
做
し
た
な
ら
ば
、
編
者
馮
夢
龍

の
意
圖
を
正
し
く
捉
え
得
な
く
な
る
。」
と
指
摘
し
た
。『
今
古
奇

観
』
に
つ
い
て
も
、
序
に
見
え
る
意
図
と
作
品
の
性
格
に
乖
離
が
あ

る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。『
今
古
奇
観
』
の
編
者
も
実
際
に
現
実

的
な
小
説
を
評
価
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
白
駒
の
『
精
言
』
は
こ
の
『
今
古
奇
観
』
の
態
度
を
ど
の

よ
う
に
承
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
序
と
作
品
の
性
格
を
併
せ

て
検
討
す
る
。

二

－
ｃ 

『
精
言
』『
奇
言
』
に
見
え
る
現
實
性

　

白
駒
は
『
精
言
』
序
の
中
で
、
小
説
や
通
俗
演
義
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

或
快
人
情
所
欲
、
或
洩
衆
心
所
憤
。
無
聊
之
極
思
、
其
間
彰
善

癉
悪
。
勧
戒
與
奪
、
樹
之
風
殸
。
實
良
史
之
遺
意
也
。
蠶
蠏
鄙

諺
、
取
乎
禮
典
、
狸
首
淫
哇
、
或
可
箴
戒
。
托
談
見
志
、
因
事

道
治
。
列
諸
子
家
、
誠
亦
非
妄
置
矣
。〔
あ
る
時
は
人
の
心
の

欲
す
る
所
を
喜
ば
せ
、
あ
る
時
は
人
々
の
怒
り
を
晴
ら
す
。
暇

を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
間
に
（
こ
れ
を
読
ん
で
）、
善
を
た
た
え

悪
を
に
く
む
。（
善
を
）
勧
め
（
悪
を
）
戒
め
、（
善
に
は
）
与
え

（
悪
か
ら
は
）
奪
い
、
よ
い
風
（
教
え
）
を
立
て
て
見
習
わ
せ
る
。

ま
こ
と
優
れ
た
記
述
者
の
遺
し
た
心
で
あ
る
。「
蚕
と
蟹
の
甲

羅
」
の
よ
う
な
俗
な
た
と
え
は
『
礼
記
』
に
採
ら
れ
、「
狸
の

頭
」
と
い
う
ふ
ざ
け
た
歌
も
、
或
い
は
人
の
戒
め
に
役
立
つ
だ

ろ
う
。
話
に
託
し
て
志
を
表
し
、
事
に
因
っ
て
治
を
論
ず
る
。

（
小
説
家
を
）
諸
子
家
に
並
べ
た
の
は
、
本
当
に
い
い
加
減
な

こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。〕

　

「
或
快
人
情
所
欲
、
或
洩
衆
心
所
憤
。」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、

小
説
が
読
者
の
心
情
に
寄
り
添
う
も
の
と
い
う
認
識
が
、
続
く
「
彰

善
癉
悪
」「
或
可
箴
戒
」
か
ら
は
、
読
者
の
風
化
を
意
識
し
て
い
る

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
白
駒
の
序
に
は
、『
今
古
奇
観
』
に
見
ら
れ

⑩

⑪

⑫

⑬
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た
読
者
に
近
い
世
界
の
重
視
、
読
者
の
風
化
と
い
っ
た
認
識
が
表
れ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、「
蠶
蠏
鄙
諺
」
か
ら

「
或
可
箴
戒
」
ま
で
の
句
は
『
文
心
雕
龍
』「
諧
讔
」
篇
に
基
づ
く

表
現
と
見
て
相
違
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

次
に
、
収
録
さ
れ
て
い
る
小
説
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
精
言
』
に
収
録
さ
れ
る
四
篇
は
二
十
四
巻
本
『
醒
世
恒
言
』（
二

十
四
巻
二
十
四
篇
。
以
下
「
二
十
四
巻
本
」
と
略
）
か
ら
採
ら
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
選
ば
れ
た
も
の
と
選

ば
れ
な
か
っ
た
も
の
に
は
、
現
実
的
・
非
現
実
的
と
い
う
対
立
を
見

出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

筆
者
が
今
回
非
現
実
的
な
小
説
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
は
、
神
や

幽
霊
等
存
在
し
得
な
い
も
の
が
登
場
す
る
も
の
、
ま
た
登
場
人
物
が

霊
力
等
を
操
っ
て
不
思
議
な
現
象
を
起
こ
す
、
動
物
が
人
間
の
よ
う

に
振
舞
う
等
、
現
実
に
は
起
こ
り
得
な
い
出
来
事
が
描
か
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
次
に
全
巻
の
題
（
本
文
題
）
を
挙
げ
、
非
現
実
的
と

判
断
さ
れ
る
も
の
に
は
囲
み
線
を
付
し
て
示
す
。『
精
言
』
収
録
篇

に
は
二
重
傍
線
を
付
し
た
。

巻
一　

 

「
両
縣
令
競
義
婚
孤
女
」 

巻
二　

 

「
徐
老
僕
義
憤
成
家
」

巻
三　

 

「
十
五
貫
戲
言
成
巧
禍
」 

巻
四　

 

「
灌
園
叟
晩
逢
仙
女
」

巻
五　

 

「
大
樹
坡
義
虎
送
親
」 

巻
六　

 

「
小
水
灣
天
狐
詒
書
」

巻
七　

 

「
三
孝
廉
讓
産
立
高
名
」 

巻
八　

 

「
喬
太
守
亂
點
鴛
鴦
譜
」

巻
九　

 

「
陳
多
壽
生
死
姻
縁
」 

巻
十　

 

「
劉
小
官
雌
雄
兄
弟
」

巻
十
一
「
蘇
小
妹
三
難
新
郎
」 

巻
十
二
「
佛
印
師
四
調
琴
娘
」

巻
十
三
「
勘
皮
靴
単
證
二
郎
神
」 

巻
十
四
「
一
文
錢
小
隙
造
奇
寃
」

巻
十
五
「
赫
大
卿
遺
恨
鴛
鴦
縧
」 

巻
十
六
「
陸
五
漢
硬
留
合
色
鞋
」

巻
十
七
「
張
孝
基
陳
留
認
舅
」 

巻
十
八
「
呉
衙
内
鄰
舟
赴
約
」

巻
十
九
「
楽
小
舎　

生
覓
偶
」 

巻
二
十
「
鄭
節
使
立
功
神
臂
弓
」

巻
二
十
一「
張
淑
兒
智
脱
楊
生
」 

巻
二
十
二「
呂
純
陽
飛
劍
斬
黄
龍
」

第
二
十
三「
誇
妙
術
丹
客
提
金
」 

巻
二
十
四「
黄
秀
才
徼
靈
玉
馬
墜
」

　

題
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
例
え
ば
巻
四
に
は
花
の
精
や
仙
女

が
登
場
し
、
巻
二
十
四
に
は
「
玉
馬
墜
（
玉
で
出
来
た
馬
の
根
付
）」

が
霊
力
に
よ
っ
て
本
物
の
白
馬
に
な
る
場
面
が
あ
る
為
、
非
現
実
的

と
判
断
し
た
。
今
回
定
め
た
基
準
で
考
え
る
と
、
二
十
四
巻
本
は
全

体
の
三
分
の
一
を
非
現
実
的
な
小
説
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、

『
精
言
』
は
そ
の
よ
う
な
小
説
を
一
つ
も
収
め
て
い
な
い
。

　

ま
た
こ
の
中
か
ら
巻
十
「
劉
小
官
雌
雄
兄
弟
」
が
『
奇
言
』
巻
二

⑭

揆弃
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「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

に
採
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
非
現
実
的
な
要
素
を
含
ま
な
い
も
の

で
あ
る
。『
奇
言
』
の
二
十
四
巻
本
に
基
づ
か
な
い
他
の
四
篇
に
も
、

非
現
実
的
な
要
素
は
見
出
せ
な
い
。
無
論
偶
然
で
あ
る
可
能
性
も
否

定
は
出
来
な
い
が
、『
今
古
奇
観
』
序
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
白

駒
が
意
識
的
に
避
け
た
可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

た
だ
こ
こ
で
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、
白
駒
が
影
響
を
受
け
て
い

る
の
が
『
醒
世
恒
言
』
で
は
な
く
『
今
古
奇
観
』
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
全
篇
を
二
十
四
巻
本
『
醒
世
恒
言
』
か
ら
選
ん
だ
の
な

ら
、
そ
の
序
等
に
倣
う
の
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ

『
今
古
奇
観
』
に
拠
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

要
因
は
、
お
そ
ら
く
白
駒
が
『
醒
世
恒
言
』
で
は
な
く
『
今
古
奇

観
』
が
示
し
た
小
説
の
評
価
に
共
感
し
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
更
に
そ
の
背
景
に
は
、
す
で
に
彼
が
『
文
心
雕
龍
』
か
ら
強
く

影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

二
－

ｄ 

『
文
心
雕
龍
』
の
影
響
─
─
「
諧
辭
讔
言
」
と
「
小
說
」

　

『
文
心
雕
龍
』
は
南
朝
梁
の
劉
勰
が
著
し
た
文
学
理
論
書
で
あ
る
。

白
駒
は
こ
れ
に
訓
点
を
施
し
、
享
保
十
六
（
一
七
三
一
）
年
に
大
阪

の
書
肆
か
ら
刊
行
し
た
。
こ
れ
が
彼
の
最
初
の
刊
行
著
書
で
あ
る
。

ま
た
現
在
確
認
さ
れ
る
限
り
、『
文
心
雕
龍
』
に
施
訓
し
て
刊
行
す

る
と
い
う
の
は
こ
れ
が
日
本
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
内

容
は
、
い
く
ら
か
誤
り
は
あ
る
も
の
の
、
か
な
り
正
確
に
理
解
し
た

上
で
施
訓
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
本
節
を
始
め
る
に
あ
た

り
、
ま
ず
は
白
駒
の
著
述
活
動
に
お
け
る
『
文
心
雕
龍
』
の
位
置
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

作
者
の
劉
勰
は
、『
文
心
雕
龍
』「
序
志
」
篇
に
お
い
て
そ
の
著
作

の
動
機
を
述
べ
る
。
彼
は
三
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
に
孔
子
に
随
っ
て
行

く
夢
を
見
て
感
動
を
覚
え
た
。
孔
子
の
教
え
を
讃
え
広
め
る
た
め
に

は
経
書
の
注
釈
を
書
く
こ
と
が
最
も
よ
い
と
考
え
た
が
、
す
で
に
先

行
の
学
者
が
優
れ
た
も
の
を
書
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
聖
人
の
教
え

を
伝
え
る
文
章
の
重
要
性
に
着
目
し
、
正
し
い
文
章
の
あ
り
方
を
論

じ
て
今
の
世
の
乱
れ
た
文
章
を
矯
正
す
る
こ
と
に
し
た
、
と
言
う
。

こ
の
た
め
、『
文
心
雕
龍
』
は
儒
教
の
教
え
を
重
ん
じ
経
典
の
文
章

を
最
高
位
に
位
置
付
け
て
い
る
。
白
駒
も
こ
れ
を
承
け
、
和
刻
本
に

自
ら
付
し
た
「
刻
文
心
雕
龍
序
」
で
は
、「
夫
聖
賢
之
書
辞
總
稱
文

⑮
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章
。
傳
曰
、
文
以
載
道
。
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
、
則
吾
舎
文
辞

何
適
矣
。（
聖
賢
の
書
の
文
辞
は
す
べ
て
文
章
と
い
う
。
伝
に
言
う
、「
文

は
以
て
道
を
載
す
」
と
。「
夫
子
の
文
章
は
、
得
て
聞
く
べ
し
」
と
い
う
の

だ
か
ら
、
文
辞
を
捨
て
て
ど
こ
に
聖
人
の
教
え
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う

か
。）」
と
文
章
の
力
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
序
は
享
保
十
六
年
三
月

の
も
の
だ
が
、
白
駒
は
「
余
夙
嗜
此
書
。（
私
は
つ
と
に
こ
の
書
に
親

し
ん
で
い
た
。）」
と
、
以
前
か
ら
こ
の
書
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。『
文
心
雕
龍
』
は
彼
の
そ
の
後
の
著
述
活
動
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
、『
精
言
』
序
の
中
に
も
文
辞

に
つ
い
て
触
れ
る
箇
所
が
あ
る
（
後
述
）。
彼
は
儒
者
と
し
て
経
典

の
注
釈
に
注
力
し
た
が
、
字
句
の
解
釈
が
主
で
あ
っ
て
思
想
的
に
見

る
所
は
な
い
と
さ
れ
、
今
日
も
そ
の
評
価
は
高
く
な
い
。
た
だ
そ
れ

も
、『
文
心
雕
龍
』
に
刺
激
さ
れ
て
文
章
そ
の
も
の
に
こ
だ
わ
っ
た

結
果
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

白
駒
が
『
文
心
雕
龍
』
に
親
し
み
、
刊
行
し
た
き
っ
か
け
は
、
荻

生
徂
徠
ら
古
文
辞
派
に
対
す
る
関
心
で
あ
っ
た
と
い
う
。
戸
田
浩
曉

氏
は
、「
儒
を
以
て
世
に
立
た
う
と
決
心
し
た
」
白
駒
が
古
文
辞
派

の
方
法
、「
古
文
古
語
に
通
曉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
經
の
眞
義

を
究
め
る
と
い
ふ
解
經
上
の
方
法
論
」
に
魅
力
を
感
じ
、
そ
こ
で
更

に
一
歩
進
め
て
「
眞
の
文
辭
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
考
え
、『
文
心
雕
龍
』
に
注
目
し
た
と
推
測
し
て

い
る
。
白
駒
は
一
時
江
戸
に
遊
学
し
て
古
文
辞
派
に
接
し
た
と
見
ら

れ
、
唐
話
の
習
得
も
そ
こ
で
の
経
験
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
元
よ
り
唐
話
学
の
必
要
性
を
唱
え
た
の
は
徂
徠
で
あ
り
、

白
駒
の
学
問
が
古
文
辞
派
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
彼
の
学
問
の
起
点
に
、
当
時
一
世
を
風
靡
し
た
古

文
辞
派
と
、「
積
極
的
に
は
そ
の
運
動
の
正
常
な
展
開
へ
の
側
面
的

援
護
と
消
極
的
に
は
そ
の
弊
害
の
是
正
」（
注
⑳
戸
田
氏
）
の
た
め
に

刊
行
し
た
『
文
心
雕
龍
』
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
白
話
小
説
研
究

を
考
え
る
上
で
も
見
逃
せ
な
い
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
先
に
掲
げ
た
『
精
言
』
白
駒
序
に
お
け
る

『
文
心
雕
龍
』
の
引
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
引
用
さ
れ

た
の
は
「
諧
讔
」
篇
、
鄙
俗
な
歌
や
隠
語
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
項
の
一
部
で
あ
る
。

夫
心
險
如
山
、
口
壅
若
川
。
怨
怒
之
情
不
一
、
歡
謔
之
言
無
方
。

…
…
又
蠶
蠏
鄙
諺
、
狸
首
淫
哇
、
苟
可
箴
戒
、
載
于
禮
典
。
故

⑱
⑲⑳

㉑

㉒

㉓



─ 51 ─

「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

知
諧
辭
讔
言
、
亦
無
棄
矣
。〔
人
民
の
心
は
山
の
よ
う
に
険
し

く
、
民
衆
の
口
が
塞
が
れ
る
の
は
、
川
が
せ
き
と
め
ら
れ
る
よ

う
な
も
の
だ
。
怨
み
や
怒
り
の
感
情
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
、
よ

ろ
こ
び
や
お
ど
け
の
表
現
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
…
…
ま
た

「
蚕
と
蟹か

に

の
甲
羅
」
と
い
う
鄙
俗
な
た
と
え
や
「
狸
の
頭
」
と

い
う
ふ
ざ
け
た
歌
で
も
、
か
り
そ
め
に
も
せ
よ
、
そ
れ
が
人
の

戒
め
に
役
立
つ
も
の
は
、『
礼
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
諧ざ

れ

辞ご
と

や
隠
語
も
、
一
概
に
は
棄
て
ら
れ
ぬ
こ
と
が
わ
か

る
。〕

　

傍
線
部
が
白
駒
に
よ
る
引
用
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
の
前
の
人
民
の

心
に
つ
い
て
の
箇
所
も
、
彼
が
『
精
言
』
序
の
中
で
「
或
快
人
情
所

欲
、
或
洩
衆
心
所
憤
。」
と
述
べ
た
こ
と
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

　

戸
田
氏
は
『
精
言
』
序
に
お
け
る
『
文
心
雕
龍
』
の
引
用
に
つ
と

に
着
目
し
、「
蠶
蟹
云
々
の
四
句
は
明
ら
か
に
文
心
雕
龍
諧
讔
篇
か

ら
得
來
つ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
た
上
で
、
白
駒
の
『
精

言
』『
奇
言
』
刊
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

文
章
の
本
源
を
五
經
に
求
め
、
經
書
を
最
高
の
文
章
と
し
て
尊

重
す
る
一
方
、
凡
ゆ
る
文
章
に
經
典
扶
翼
の
意
義
あ
る
こ
と
を

承
認
し
た
結
果
、
い
は
ゆ
る
諧
辭
讔
言
と
雖
も
苟
も
箴
戒
に
資

す
べ
き
も
の
は
之
を
禮
典
に
載
せ
て
あ
る
と
し
て
、
左
傳
の
睅

目
皤
腹
の
謳
や
禮
記
の
蠶
蟹
の
鄙
諺
を
評
價
し
た
劉
勰
の
徹
底

的
な
文
章
載
道
説
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
詩
書
論
孟
に
註
し
た

白
駒
が
一
方
に
於
て
小
説
精
言
や
小
説
奇
言
を
著
し
た
の
は
決

し
て
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

　

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
白
駒
の
業
績
は
六
経
等
古
典
の
注
釈
が

多
く
を
占
め
る
。
白
話
小
説
に
関
す
る
刊
行
著
書
が
『
精
言
』『
奇

言
』
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
古
典
の
注
釈
は
『
孔
子
家
語
補
註
』

や
『
孟
子
解
』、『
蒙
求
箋
註
』
等
数
多
く
刊
行
し
て
い
る
。
白
駒
は

し
ば
し
ば
同
時
期
に
あ
っ
た
唐
話
学
者
・
岡
嶋
冠
山
と
並
べ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
業
績
の
多
く
が
唐
話
の
教
科
書
で
あ
る
冠
山

は
、
白
駒
と
は
根
本
的
に
立
場
が
異
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

白
駒
が
唐
話
を
習
得
し
た
の
は
、
時
の
流
行
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
経
典
・
古
典
の
正
し
い
理
解
の
た
め
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
彼
が
白
話
小
説
の
訳
解
ま
で
も
手
掛
け

た
要
因
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
戸
田
氏
が
「
時
世
の
影
響
を
全
く
否

㉔



中
国
文
学
報
　
第
九
十
三
册

─ 52 ─

定
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
や
は
り
彼
自
身
俗
語
文
學
に
對
す
る
は

つ
き
り
し
た
考
へ
」、
す
な
わ
ち
「
文
心
雕
龍
に
よ
つ
て
學
び
得
た

と
こ
ろ
の
小
説
に
對
す
る
評
価
の
仕
方
」
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い

る
。

　

『
今
古
奇
観
』
と
の
関
連
に
話
を
戻
せ
ば
、「
諧
讔
」
篇
に
見
え

る
人
の
戒
め
に
役
立
つ
も
の
を
評
価
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、『
今
古

奇
観
』
序
が
読
者
の
風
化
を
重
視
し
た
こ
と
と
共
通
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。『
醒
世
恒
言
』
序
に
も
、『
今
古
奇
観
』
ほ
ど
直

接
的
で
は
な
い
が
読
者
の
風
化
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ

り
、『
今
古
奇
観
』
序
に
見
え
る
風
化
と
い
う
概
念
は
「
三
言
」
の

序
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
重
要
性
の

認
識
は
少
々
異
な
っ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
材
木
谷
氏
（
注
⑦
所
引

論
考
）
は
、「
三
言
」
の
序
が
「
直
接
的
な
〈
小
説
〉
の
力
を
信
じ

て
、〈
小
説
〉
は
風
化
の
た
め
に
な
る
と
力
説
」
し
、
風
化
を
小
説

の
美
点
と
す
る
の
に
対
し
、『
今
古
奇
観
』
序
は
「
無
関
風
化
、
奚

取
連
篇
。」
と
述
べ
て
風
化
を
小
説
の
尺
度
、
或
い
は
条
件
と
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、『
今
古
奇
観
』
序
に
お
い
て
風
化
は
強
化
さ

れ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。『
文
心
雕
龍
』「
諧
讔
」
篇
で
は
人
の
戒

め
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
が
『
礼
記
』
に
掲
載
さ
れ
る
条
件
と
さ
れ

て
お
り
、『
今
古
奇
観
』
序
に
近
い
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

　

ま
た
、『
文
心
雕
龍
』
の
中
に
は
、
作
品
の
現
実
性
へ
の
言
及
も

見
え
る
。『
楚
辞
』
を
論
じ
た
「
辨
騒
」
篇
で
は
、『
楚
辞
』
が
高
い

文
学
性
を
持
ち
な
が
ら
も
『
詩
経
』
と
は
異
な
る
理
由
が
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

至
於
託
雲
龍
説
迂
怪
、
豐
隆
求
宓
妃
、
鴆
鳥
媒
娀
女
、
詭
異
之

辭
也
。
康
回
傾
地
、
夷
羿
彃
日
、
木
夫
九
首
、
土
伯
三
目
、
譎

怪
之
談
也
。
…
…
摘
此
四
事
、
異
乎
經
典
者
。〔
雲
や
龍
に
託

し
て
怪
奇
め
い
た
こ
と
を
説
き
、
雲
師
に
命
じ
て
神
女
を
求
め

さ
せ
、
鴆
鳥
に
仲
人
を
さ
せ
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
人
を
あ
ざ

む
く
言
葉
で
あ
る
。
康
回
が
大
地
を
傾
斜
さ
せ
た
と
か
、
夷
羿

が
弓
で
太
陽
を
射
落
と
し
た
と
か
、
九
つ
の
頭
の
大
力
漢
や
三

つ
目
の
土
神
な
ど
の
話
は
、
信
じ
難
い
話
で
あ
る
。
…
…
以
上

の
四
点
か
ら
す
れ
ば
、『
楚
辞
』
は
経
典
と
異
な
る
も
の
で
あ

る
。〕

　

右
の
説
明
か
ら
は
、
劉
勰
が
非
現
実
的
な
内
容
に
否
定
的
で
あ
る

㉕㉖
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こ
と
が
読
み
取
れ
る
。「
怪
力
乱
神
」
を
語
ら
な
い
孔
子
を
讃
え
よ

う
と
し
た
劉
勰
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

著
述
活
動
の
始
め
に
経
典
史
上
主
義
と
も
言
う
べ
き
『
文
心
雕

龍
』
か
ら
影
響
を
受
け
、
ま
た
経
典
の
注
釈
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ

と
を
鑑
み
れ
ば
、
白
駒
が
非
現
実
的
な
要
素
を
避
け
た
の
は
自
然
な

こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
非
現
実
性
を
排
除
し
、
読
者

を
風
化
す
る
小
説
を
集
め
た
と
い
う
『
今
古
奇
観
』
は
、
短
篇
集
を

編
む
際
の
手
本
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

後
に
も
触
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
幕
府
が
儒
教
を
教
学
と
定
め
た
近

世
期
に
は
、
非
現
実
的
な
話
を
語
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
予
想
さ

れ
、
避
け
る
の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

し
か
し
当
時
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
態
度
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
も

言
い
切
れ
な
い
。
次
に
白
駒
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る
一
斎
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
の
か
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

三　

沢
田
一
斎
に
よ
る
小
説
の
選
択
・
評
価

　

次
に
引
用
す
る
の
は
、『
粋
言
』
序
に
お
い
て
一
斎
が
小
説
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

既
有
正
史
、
逸
史
獨
可
無
哉
。
如
断
如
續
、
爰
夫
稗
官
小
説
、

乃
寫
出
楓
宸
永
巷
、
以
至
三
家
村
中
容
膝
支
頤
、
鶉
居
麕
集
、

極
細
極
精
處
、
異
様
奇
特
事
。
遂
出
正
史
外
、
別
為
鏡
花
水
月

三
昧
。
…
…
此
其
所
以
言
歓
則
木
梗
怡
顔
如
巧
咲
、
説
戚
則
偶

象
嚬
顣
而
滂
沱
、
譬
諸
鴻
羽
沈
於
弱
水
、
玉
石
漂
於
飛
波
。
設

猶
未
足
為
玅
也
、
善
讀
者
取
以
視
焉
、
則
正
史
所
不
載
不
掌
、

極
細
極
精
處
、
異
様
奇
特
事
、
瞭
々
乎
心
目
之
間
生
。〔
正
史

が
あ
る
の
に
、
逸
史
が
ど
う
し
て
無
く
て
よ
か
ろ
う
か
。（
逸

史
は
）
断
続
的
に
存
在
し
、
こ
こ
に
稗
官
小
説
が
、（
正
史
が
描

か
な
い
）
宮
廷
の
奥
深
く
や
、
辺
鄙
な
村
の
狭
い
部
屋
で
頬
杖

を
つ
い
た
り
、
簡
素
な
家
に
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
所
等
、
大

変
細
か
な
こ
と
（
庶
民
の
生
活
等
の
こ
と
か
）
や
、
不
思
議
で
珍

し
い
こ
と
ま
で
描
き
出
す
。
そ
う
し
て
正
史
の
外
に
出
て
、

（
史
実
と
は
異
な
る
）
優
れ
た
境
地
に
至
っ
て
い
る
。
…
…
こ
れ

は
、（
稗
官
小
説
が
）
喜
ば
し
い
言
葉
を
語
れ
ば
木
偶
人
形
も
顔

綻
ば
せ
て
笑
い
、
悲
し
い
言
葉
を
語
れ
ば
偶
像
も
顔
を
し
か
め

て
涙
を
流
し
、
例
え
れ
ば
軽
い
鴻
の
羽
も
弱
水
に
沈
み
、
玉
石

㉘
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も
大
波
に
漂
う
よ
う
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
れ
を
妙
と
す
る

に
足
ら
な
く
て
も
、
よ
い
読
み
手
が
読
め
ば
、
正
史
に
な
い
細

か
な
こ
と
や
不
思
議
で
珍
し
い
こ
と
が
、
心
と
目
の
間
に
あ
り

あ
り
と
現
れ
る
。〕

　

こ
こ
に
は
、「
異
様
奇
特
事
」
や
「
言
歡
則
木
梗
怡
顔
如
巧
笑
」

等
、
少
々
現
実
離
れ
し
た
印
象
を
受
け
る
表
現
が
見
え
る
。
一
斎
の

言
う
「
異
様
奇
特
事
」
に
は
、
非
現
実
的
な
要
素
は
含
ま
れ
る
の
か
、

次
に
収
録
篇
の
性
格
か
ら
検
討
す
る
。

　

『
粋
言
』
五
巻
は
『
今
古
奇
観
』
か
ら
の
採
録
が
多
い
こ
と
も
あ

っ
て
（
表
一
）、
非
現
実
的
な
小
説
は
見
出
さ
れ
な
い
。
注
目
さ
れ

る
の
は
未
刊
に
終
わ
っ
た
巻
六
か
ら
巻
十
で
あ
る
。『
粋
言
』
巻
一

の
表
紙
見
返
し
に
は
一
回
（
巻
一
）
か
ら
十
回
（
巻
十
）
ま
で
の
題

が
刻
さ
れ
て
お
り
、
六
巻
以
降
の
刊
行
準
備
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
次
に
未
刊
の
回
に
傍
線
を
付
し
て
示
す
。

　
　

一
回　

王
荊
公
三
難
蘓
學
士

　
　

二
回　

轉
運
漢
巧
遇
洞
庭
紅

　
　

三
回　

呂
太
郎
還
金
完
骨
肉

　
　

四
回　

包
龍
圖
智
賺
合
同
文

　
　

五
回　

懐
私
怨
狠
僕
告
主
翁

　
　

六
回　

拗
相
公
飲
恨
半
山
堂

　
　

七
回　

兩
縣
令
競
義
婚
孤
女

　
　

八
回　

樂
小
舎
揆弃
　

生
覓
佳
偶

　
　

九
回　

杜
十
娘
怒
沈
百
寶
箱

　
　

十
回　

白
娘
子
永
鎮
雷
峰
塔

　

こ
の
う
ち
、
八
回
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
楽
小
舎
揆弃
　

生
覓
佳
偶
」

（『
警
世
通
言
』
巻
二
十
三
、
二
十
四
巻
本
巻
二
十
九
）
に
は
主
人
公
・

楽
和
が
川
に
落
ち
た
娘
を
川
底
の
潮
王
廟
に
迎
え
に
行
っ
て
、
小
鬼

や
神
人
（
潮
王
）
に
出
会
う
場
面
が
描
か
れ
る
。
ま
た
十
回
に
予
定

さ
れ
て
い
る
「
白
娘
子
永
鎮
雷
峰
塔
」（『
警
世
通
言
』
巻
二
十
八
）
は

白
蛇
が
人
間
の
女
の
姿
と
な
っ
て
恋
い
慕
う
男
の
前
に
現
れ
る
話
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
非
現
実
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
一
斎
は
二
十
四
巻
本
巻
六
「
小
水
湾
天
狐
詒
書
」
の
自
筆

稿
本
を
残
し
て
お
り
、『
粋
言
』
に
収
め
る
つ
も
り
で
筆
を
執
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
狐
が
人
間
の
姿
に
な
っ
て
現
れ

る
と
い
う
非
現
実
的
な
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
白
駒
が
意
図
的
に
採

録
を
避
け
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
一

㉚
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斎
は
白
駒
に
比
べ
非
現
実
的
な
要
素
を
含
む
小
説
に
も
積
極
的
に
価

値
を
見
出
し
、「
和
刻
三
言
」
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
右
に
挙
げ
た
三
つ
の
作
品
は
、「
和
刻
三

言
」
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
も
、
別
の
単
独
の
も
の
と
し
て
も
、
刊
行

は
確
認
出
来
な
い
。

四　

施
訓
者
二
人
の
白
話
小
説
の
認
識

　

白
駒
は
非
現
実
的
な
要
素
を
持
つ
小
説
を
取
り
上
げ
ず
、
一
斎
は

刊
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
そ
の
よ
う
な
作
品
も
評
価
し
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
違
い
は
何
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
再
び
『
精
言
』、『
粋
言
』
の
序
に
目
を
向
け
、
二
人
の
考

え
方
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

二
つ
の
序
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
『
精
言
』
序
の
末
尾
を
掲
げ
る
。

文
辞
源
於
典
謨
、
流
而
入
俗
。
雖
俚
謂
鄙
語
也
、
豈
出
於
字
故

囿
。
亦
弗
深
思
已
。
属
者
有
梓
小
説
者
、
余
譯
以
付
之
、
又
別

為
之
譯
義
、
回
叙
小
説
所
繇
。
読
者
求
諸
字
故
、
以
此
為
一
隅
、

思
則
過
半
矣
。〔
文
辞
の
源
は
典
謨
で
あ
り
、
流
れ
て
俗
に
入

っ
た
の
で
あ
る
。
卑
し
い
俗
語
と
い
っ
て
も
、
ど
う
し
て
字
の

元
の
領
域
か
ら
出
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
深
く
考
え
て
い
な
い

だ
け
な
の
で
あ
る
。
近
頃
刊
行
さ
れ
た
小
説
が
あ
る
が
、
私
が

訳
し
て
こ
れ
に
付
し
、
ま
た
別
に
こ
の
訳
義
を
付
し
て
、
小
説

の
由
る
所
を
回
叙
し
た
。
読
者
は
諸
々
を
字
の
元
の
意
味
に
求

め
、
こ
れ
を
端
と
し
て
考
え
れ
ば
、
大
半
を
理
解
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。〕

　

こ
の
直
前
に
は
、
俚
言
の
難
し
さ
と
、
そ
れ
を
解
す
る
た
め
に
必

ず
し
も
「
華
音
」
が
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
「
而
至
讀
不
能
句
。
實
学
人
之
大
闕
也
（
し
か
し
読
む
と

き
に
句
を
と
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
学
ぶ
人
に
と
っ
て
実
に
大
き
な
問

題
で
あ
る
）」
と
「
学
人
」
の
存
在
を
取
り
上
げ
る
。
白
駒
は
序
の
後

半
部
を
用
い
て
解
釈
の
難
し
い
語
や
俚
言
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に

は
右
の
よ
う
に
「
字
故
（
囿
）」
か
ら
深
く
考
え
れ
ば
解
す
こ
と
が

出
来
る
の
だ
と
説
く
。
こ
こ
か
ら
彼
が
白
話
小
説
の
文
や
語
句
に
注

目
し
て
お
り
、
小
説
を
学
ぶ
も
の
と
見
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

次
に
『
粋
言
』
序
を
掲
げ
る
。

余
誦
習
暇
日
、
耽
小
説
家
書
、
賞
以
獨
感
、
随
抄
随
譯
。
装
為
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十
回
、
舊
蔵
帳
中
、
以
其
汰
淫
媟
猥
褻
、
題
曰
粋
言
。
比
日
命

剞
劂
以
廣
其
傳
。
嗚
乎
、
誰
邪
千
里
神
交
、
如
攻
吾
癖
、
雙
眸

一
過
、
拍
掌
發
狂
、
至
不
自
覚
古
今
遠
近
之
隅
、
期
可
謂
善
読

小
説
矣
。〔
私
は
誦
習
の
暇
な
時
に
、
小
説
家
の
書
に
ふ
け
っ

て
、
鑑
賞
し
て
ひ
と
り
感
じ
入
り
、
書
き
写
し
て
は
訳
し
た
。

装
丁
し
て
十
回
と
し
た
が
、
旧
蔵
の
帳
の
中
の
猥
褻
な
も
の
は

の
ぞ
い
た
の
で
、『
粋
言
』
と
題
し
た
。
こ
の
頃
、
刻
工
に
命

じ
て
以
て
そ
の
伝
を
広
め
る
。
あ
あ
、
誰
か
が
時
や
場
所
を
超

え
た
交
わ
り
を
し
て
、
私
の
嗜
好
を
学
び
、（
こ
の
小
説
を
）
両

目
で
ひ
と
た
び
見
て
手
を
叩
い
て
大
い
に
喜
び
、
時
代
や
場
所

が
違
う
こ
と
を
忘
れ
る
に
至
っ
た
な
ら
、（
そ
の
人
は
）
小
説
を

読
む
の
に
優
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。〕

　

一
斎
の
序
に
は
文
や
語
句
に
関
す
る
言
及
は
な
く
、
主
に
小
説
の

性
格
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、「
書
童
遣
情
悦
目
（
子
供
た
ち
は
気
晴
ら

し
に
目
を
喜
ば
す
）」
と
そ
の
効
用
に
触
れ
る
一
文
も
見
え
る
。
最
後

の
「
善
読
小
説
」
と
い
う
の
は
、
文
の
意
味
を
正
し
く
解
し
て
読
む

と
い
う
よ
り
も
、
小
説
を
よ
く
鑑
賞
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い

だ
ろ
う
。
こ
の
序
か
ら
は
、
一
斎
が
重
視
し
て
い
る
の
は
文
や
語
句

で
は
な
く
、
そ
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。　

二
人
の
序

の
末
尾
か
ら
は
、
白
駒
は
白
話
小
説
を
「
学
ぶ
」
も
の
と
捉
え
、
一

斎
は
勉
強
の
暇
に
「
読
ん
で
楽
し
む
」
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
白
駒
の
唐
話
学
習
の
最
終
目
的
は
経
典
の

正
し
い
理
解
で
あ
り
、
白
話
小
説
は
そ
の
唐
話
学
習
の
「
教
材
」
と

捉
え
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
托
談
見
志
、
因

事
道
治
。」
の
小
説
で
あ
っ
て
も
、「
子
は
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」
の

言
葉
に
背
く
も
の
を
読
者
に
提
示
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
た
の
で

は
な
い
か
。

　

そ
し
て
、「
教
材
」
と
い
う
認
識
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
や
は

り
荻
生
徂
徠
ら
の
古
文
辞
派
で
あ
る
。
古
文
辞
派
を
中
心
と
し
た
江

戸
の
学
者
達
も
唐
話
を
学
ぶ
過
程
で
白
話
小
説
を
読
ん
だ
よ
う
だ
が
、

あ
く
ま
で
教
材
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
白
話

小
説
の
読
解
が
進
ん
だ
の
は
上
方
に
お
い
て
で
あ
り
、
和
刻
本
・
通

俗
本
等
も
概
ね
上
方
か
ら
刊
行
さ
れ
て
広
ま
っ
た
。
古
文
辞
派
を
強

く
意
識
す
る
白
駒
と
、
そ
の
白
駒
に
学
ん
だ
と
は
い
え
、
上
方
で
出

版
業
を
営
ん
で
い
た
一
斎
が
認
識
を
異
に
し
た
の
は
、
自
然
な
こ
と

㉜



─ 57 ─

「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
或
い
は
、『
精
言
』『
奇
言
』
が
比
較

的
読
み
や
す
い
形
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、『
粋
言
』
刊
行

が
企
画
さ
れ
た
頃
に
は
白
話
小
説
が
「
読
み
物
」
で
あ
る
と
広
く
認

識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

筆
者
は
以
前
白
駒
と
一
斎
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
『
水
滸
伝
』
講
義

を
比
較
し
、
白
駒
の
講
義
が
本
文
中
の
語
句
を
解
す
る
こ
と
を
主
と

し
て
い
る
の
に
対
し
、
一
斎
の
講
義
は
物
語
の
内
容
自
体
も
読
む
こ

と
が
出
来
る
形
式
で
行
わ
れ
た
と
推
測
し
た
。
そ
こ
で
は
講
義
の
底

本
に
要
因
が
あ
る
と
論
じ
た
が
、
二
人
の
白
話
小
説
に
対
す
る
認
識

が
す
で
に
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。『
水
滸
伝
』
は
包
含
す
る
語
彙
の
豊
富
さ
と
白
話
文
の
完
成

度
の
高
さ
か
ら
、
当
時
唐
話
学
習
の
教
材
と
し
て
最
も
用
い
ら
れ
た
。

白
駒
に
と
っ
て
『
水
滸
伝
』
は
そ
の
ま
ま
教
材
で
あ
っ
た
が
、
一
斎

に
と
っ
て
は
唐
話
を
学
ぶ
た
め
だ
け
で
な
く
、
読
ん
で
楽
し
む
た
め

の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
作
品
の
選
択
が
必
要

と
な
る
短
篇
白
話
小
説
の
刊
行
は
、
施
訓
を
手
掛
け
る
二
人
の
認
識

の
違
い
、
白
話
小
説
受
容
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

む　
　

す　
　

び

　

以
上
「
和
刻
三
言
」
収
録
篇
の
選
択
、
小
説
の
評
価
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
き
た
。
唐
話
の
教
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
白
話
小
説
が
、

鑑
賞
し
て
楽
し
む
も
の
と
な
っ
て
い
く
契
機
の
一
つ
は
、
こ
の
時
期

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
当
然
な
が
ら
、

白
駒
と
一
斎
の
考
え
が
今
回
取
り
上
げ
た
序
文
に
率
直
に
表
れ
て
い

る
と
は
断
言
出
来
な
い
。
ま
た
『
粋
言
』
の
後
五
巻
の
刊
行
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
要
因
に
つ
い
て
は
今
回
検
討
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
二
人
の
著
述
活
動
、
他
の
書
物
に
寄
せ
た
序
跋
等
か
ら
、
彼

ら
の
考
え
を
更
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

さ
て
、『
精
言
』
刊
行
か
ら
六
年
後
の
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
に

は
、「
三
言
二
拍
」
の
翻
案
で
あ
り
、
読
本
の
嚆
矢
と
し
て
知
ら
れ

る
都
賀
庭
鐘
著
『
英
草
紙
』
が
刊
行
さ
れ
る
。『
奇
言
』『
粋
言
』
に

先
立
つ
刊
行
で
あ
り
、「
和
刻
三
言
」
と
と
も
に
「
三
言
二
拍
」
受

容
の
早
い
例
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
最
後
に
、
先
行
研
究
か
ら
庭
鐘

の
小
説
評
価
に
つ
い
て
窺
い
、
む
す
び
に
代
え
た
い
。

　

『
英
草
紙
』
の
素
材
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
者
が
検

㉝
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討
し
て
い
る
。
尾
形
仂
氏
は
庭
鐘
が
歴
史
や
政
治
に
関
わ
り
の
深
い

話
を
選
ん
で
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
中
国
で
は
「
庶
民
小
説
」
と
し

て
創
作
さ
れ
た
も
の
が
、「
庭
鐘
に
お
い
て
は
士
大
夫
の
文
学
に
近

い
性
質
を
帯
び
た
一
種
の
歴
史
小
説
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
」
と

述
べ
る
。
本
稿
「
一　

想
定
さ
れ
る
選
択
基
準
と
そ
の
問
題
点
」
で

紹
介
し
た
尾
形
氏
の
説
は
、
こ
の
考
察
と
の
関
連
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

徳
田
武
氏
は
尾
形
氏
の
説
に
対
し
、
庭
鐘
が
素
材
と
し
た
小
説
の

中
に
は
庶
民
の
意
識
・
心
情
を
反
映
し
た
題
材
と
筋
を
所
有
す
る
も

の
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
庭
鐘
が
白
話
小
説
の
通
俗

性
・
卑
俗
性
を
も
認
め
、
そ
の
よ
う
な
小
説
を
翻
案
す
る
際
に
「
自

己
の
内
に
貯
え
て
お
い
た
雅
意
雅
情
を
も
り
込
ん
で
、
雅
文
芸
に
ま

で
上
昇
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
た
」
と
述
べ
る
。
ま
た
「
雅
文
芸
」
に

は
、
個
人
道
徳
の
教
訓
の
外
に
、
更
に
政
治
的
モ
ラ
ル
を
包
含
す
る
、

よ
り
高
次
の
「
義
」
の
勧
告
が
必
須
条
件
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

　

本
稿
で
注
目
し
た
非
現
実
性
の
評
価
と
い
う
点
で
は
ど
う
か
。

『
英
草
紙
』
の
素
材
と
な
っ
た
小
説
に
は
、
殺
さ
れ
た
男
が
幽
霊
と

な
っ
て
現
れ
る
「
三
現
身
包
龍
図
断
冤
」（『
警
世
通
言
』
巻
十
三
）、

荘
子
が
分
身
の
術
を
使
っ
て
妻
を
試
す
「
荘
子
休
鼓
盆
成
大
道
」

（『
警
世
通
言
』
巻
二
、『
今
古
奇
観
』
巻
二
十
）、
ま
た
地
獄
を
舞
台
と

す
る
「
鬧
司
司
馬
貌
断
獄
」（『
古
今
小
説
』
巻
三
十
一
、『
喩
世
明
言
』

巻
十
五
）
と
い
っ
た
非
現
実
的
な
要
素
を
含
む
も
の
が
あ
り
、
庭
鐘

は
そ
れ
ら
の
要
素
を
残
し
て
翻
案
し
て
い
る
。
ま
た
庭
鐘
は
序
の
中

で
、「
彼か

の
釈し
や

子く
し

の
説と

け
る
所
、
荘さ
う

子し

が
言
ふ
処
、
皆み
な

怪く
わ
い

誕た
ん

に
し
て

終つ
ひ

に
教を
し
へ

と
な
る
。
紫
む
ら
さ
き

の
物も
の

語が
た
り

は
言こ
と

葉ば

を
設ま
う

け
て
志
こ
こ
ろ
ざ
し

を
見あ
ら
は

し
、

人に
ん

情じ
や
う

の
有あ

る
処と
こ
ろ

を
尽つ
く

す
。」
と
述
べ
て
い
る
。「
怪
誕
」
に
は
、
怪

し
く
不
思
議
な
、
非
現
実
的
な
要
素
も
含
ま
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

『
今
古
奇
観
』
の
編
者
や
白
駒
が
採
録
を
避
け
た
小
説
を
、
庭
鐘
は

積
極
的
に
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

す
で
に
飯
倉
洋
一
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
幕
府
が
儒

教
を
教
学
と
定
め
た
近
世
期
に
お
い
て
は
、
非
現
実
的
な
話
を
語
る

こ
と
は
本
来
難
し
い
は
ず
で
あ
る
。
飯
倉
氏
は
「
表
向
き
は
無
鬼
論

の
立
場
に
立
つ
近
世
の
儒
教
的
世
界
観
に
即
し
た
と
き
に
、
怪
異
の

話
を
活
用
す
る
に
は
、
そ
れ
を
虚
構
と
し
て
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
怪
異
を
虚
構
と
し
て
叙
す
る
論
理
と
し
て
寓
言
論
が
あ
っ
た

こ
と
は
疑
い
な
い
。」
と
、
寓
言
と
い
う
方
法
に
着
目
す
る
。
そ
し

㉞
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「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

て
こ
の
方
法
が
『
玉
櫛
笥
』（
林
義
端
著
／
元
禄
八
／
一
六
九
五
年
序
）

等
の
浮
世
草
子
怪
異
物
に
す
で
に
見
ら
れ
、『
田
舎
荘
子
』（
享
保
十

二
／
一
七
二
七
刊
）
を
筆
頭
と
す
る
佚
斎
樗
山
の
談
義
本
作
品
群
、

『
英
草
紙
』
等
の
初
期
読
本
ま
で
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
寓
言
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
庭
鐘
は
非
現
実
的
な
要
素
を

む
し
ろ
積
極
的
に
活
用
し
、「
義
」
を
描
こ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
徳
田
氏
は
「
庭
鐘
は
一
個
の
儒
者
と
し
て
、
下
は
「
修
身
斉

身
」
の
古
人
道
徳
か
ら
、
上
は
「
治
国
平
天
下
」
の
政
治
的
モ
ラ
ル

を
献
策
す
る
こ
と
、「
経
世
済
民
」
の
義
務
を
国
字
小
説
と
い
う
虚

構
に
載
せ
て
果
た
そ
う
、
と
い
う
意
図
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。」
と
述
べ
る
。
白
駒
、
庭
鐘
と
も
に
儒
者
を
自
覚
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
白
駒
は
『
論
語
』
の
「
子
は
怪
力
乱
神
を
語
ら

ず
」
の
言
葉
に
従
い
つ
つ
、
白
話
小
説
を
経
典
理
解
に
つ
な
が
る
一

種
の
語
学
教
材
と
し
て
利
用
し
、
庭
鐘
は
、
徳
田
氏
の
言
を
借
り
れ

ば
、
経
典
の
教
え
を
広
め
る
「
国
字
小
説
と
い
う
虚
構
」
の
素
材
と

し
て
利
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
二
人
は
同
じ
儒
者
と
い
う
立
場
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
白
話
小
説
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
斎
は
先
に
推
測
し
た
よ
う
な
認
識
の
ほ
か
、『
英
草
紙
』
を
閲

覧
し
て
そ
の
素
材
に
気
が
つ
き
、
様
々
な
テ
ー
マ
・
性
格
の
白
話
小

説
に
需
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
取
り
上
げ
た

一
斎
の
序
か
ら
は
、
儒
者
と
し
て
の
考
え
を
汲
み
取
る
こ
と
は
難
し

い
。
ま
た
彼
に
つ
い
て
は
、
書
肆
の
主
人
と
し
て
の
立
場
や
、
翻

案
・
翻
訳
で
は
な
く
創
作
白
話
小
説
を
手
が
け
た
と
い
う
点
も
、
併

せ
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

「
和
刻
三
言
」
は
日
本
に
「
三
言
二
拍
」
を
紹
介
し
た
と
い
う
点

で
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
日
、
白
話
小
説
受
容
の
変
化

を
伝
え
る
も
の
と
し
て
も
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
本
稿
で
残
し
た
課
題
と
併
せ
て
、
当
時
の
白
話
小
説
受
容
に

お
け
る
「
和
刻
三
言
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
更
に
考
察
を
深
め
た

い
。註①　

明
末
頃
に
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
短
篇
白
話
小
説
集
、
馮
夢
龍
編
纂
の

『
古
今
小
説
（
後
『
喩
世
明
言
』
と
改
題
）』、『
警
世
通
言
』、『
醒
世

恒
言
』
と
、
凌
濛
初
編
纂
の
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』、『
二
刻
拍
案
驚
奇
』

の
総
称
。
各
四
十
篇
ず
つ
収
録
す
る
。
選
集
に
本
文
中
で
取
り
上
げ
る

㊳
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『
今
古
奇
観
』
や
、『
小
説
選
言
』（
十
八
巻
十
八
篇
）
が
あ
る
。

②　

石
崎
又
造
「
諢
詞
小
説
の
翻
案
と
讀
本
の
發
生
」（『
近
世
日
本
に
於

け
る
支
那
俗
語
文
學
史
』
第
五
章
第
二
節
／
弘
文
堂
書
房
／
一
九
六

七
）
に
「
我
が
「
三
言
」
の
有
す
る
史
的
價
値
は
、
只
そ
れ
自
身
が
國

文
小
説
の
粉
本
に
供
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
く
、
彼
の
土
の
三

言
・
拍
案
驚
奇
・
西
湖
佳
話
等
の
短
篇
小
説
を
紹
介
し
て
我
が
國
文
小

説
の
新
生
面
へ
の
道
を
打
開
し
て
や
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
（
二
一
九
頁
）。

③　

複
数
に
原
拠
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
表
中
に
全
て
掲
げ
、「
和
刻

三
言
」
が
依
拠
し
た
可
能
性
の
高
い
も
の
に
囲
み
線
を
付
し
た
。
原
拠

に
つ
い
て
は
、
尾
形
仂
「
解
説
」（『
岡
白
駒
・
沢
田
一
斎
施
訓　

小
説

三
言
』
所
収
／
ゆ
ま
に
書
房
／
一
九
七
六
／
八
七
〇
─
八
八
二
頁
）、

大
塚
秀
高
・
王
佳
「『
小
説
粹
言
』
の
依
拠
し
た
白
話
短
篇
小
説
集
─

不
匱
堂
本
『
今
古
奇
観
』
と
『
小
説
選
言
』」（『
中
国
古
典
小
説
研

究
』
第
十
八
号
／
中
国
古
典
小
説
研
究
会
／
二
〇
一
三
）、
拙
稿
「『
小

説
精
言
』『
小
説
奇
言
』
の
底
本
に
つ
い
て
─
本
文
の
性
格
を
め
ぐ
っ

て
─
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
六
号
／
京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会

／
二
〇
一
八
）
に
拠
る
。

④　

前
掲
注
③
尾
形
氏
八
九
一
─
八
九
二
頁
。

⑤　

全
文
は
以
下
の
通
り
。「
小
説
亦
一
家
已
。
葑
菲
胡
累
于
下
體
。
海

舶
攸
貢
。
年
以
百
住
。
俚
言
駴
人
。
微
直
爰
居
之
鐘
鼓
也
。
龍
洲
先
生

所
譯
。
意
義
渙
釋
。
宛
乎
如
面
聽
西
人
警
欬
。
粤
壽
梨
棗
。
以
廣
其
傳
。

据
此
蘄
之
。
三
隅
其
庶
矣
。
風
月
堂
主
人
澤
文
拱
識
」（『
岡
白
駒
・
沢

田
一
斎
施
訓　

小
説
三
言
』〔
ゆ
ま
に
書
房
／
一
九
七
六
〕
所
収
の
影

印
に
よ
る
。
以
下
「
和
刻
三
言
」
の
序
、
本
文
は
全
て
同
書
よ
り
引
用

す
る
）。

⑥　

以
下
、
前
掲
注
③
尾
形
氏
八
八
八
─
八
九
二
頁
に
よ
る
。

⑦　
『
今
古
奇
観
』
諸
本
に
つ
い
て
は
丸
井
貴
史
氏
が
詳
細
な
調
査
を
行

わ
れ
て
い
る
が
、
全
く
別
の
序
文
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た

の
は
一
種
の
み
（
経
文
堂
刊
本
）
で
あ
る
。（
丸
井
貴
史
「『
今
古
奇

観
』
諸
本
考
」
／
『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
一
号
／
京
都
府
立
大
学
国

中
文
学
会
／
二
〇
一
三
）。
ま
た
諸
版
本
間
の
序
に
お
け
る
異
同
に
つ

い
て
は
、
材
木
谷
敦
「
序
は
い
か
に
書
か
れ
た
か
─
『
今
古
奇
観
』
の

場
合
─
」（『
中
国
文
学
研
究
』
第
十
七
期
／
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会

／
一
九
九
一
）
に
指
摘
が
あ
る
。

⑧　

以
下
『
今
古
奇
観
』
の
序
文
は
上
海
図
書
館
蔵
本
（
上
海
古
籍
出
版

社
『
古
本
小
説
集
成
』
所
収
の
影
印
）
を
使
用
。

⑨　

前
掲
注
⑦
材
木
谷
氏
。

⑩　

千
田
九
一
・
駒
田
信
二
訳
『
今
古
奇
観
（
一
）』「
解
説
」（
平
凡
社

／
一
九
六
五
）
三
〇
四
─
三
〇
五
頁
。

⑪　

大
木
康
「「
三
言
」
序
の
問
題
」（『
馮
夢
龍
と
明
末
俗
文
学
』
第
二

部
第
一
章
第
五
節
／
汲
古
書
院
／
二
〇
一
八
）
一
二
六
─
一
二
七
頁
。

⑫　
『
尚
書
』「
畢
命
」
編
に
「
旌
㆓

別
淑
慝
㆒。
表
㆓

厥
宅
里
㆒。
彰
㆑

善
癉 

㆑
惡
。
樹
㆓
之
風
聲
㆒。」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
と
見
ら
れ
る
（
賀
島
矩

直
点
『
尚
書
』
巻
一
〇
／
二
二
丁
表
／
寛
延
四
〔
一
七
五
一
〕
年
京
都

風
月
堂
等
刊
〔『
和
刻
本
経
書
集
成
』
第
五
輯
／
汲
古
書
院
／
一
九
八
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「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

七
／
三
六
三
頁
所
収
の
影
印
を
使
用
〕）。

⑬　
「
良
史
之
遺
意
」
は
「
歴
史
官
の
遺
し
た
意
」、
或
い
は
「
歴
史
の
忘

れ
物
」
と
も
取
れ
る
か
。
本
文
中
の
訳
は
、
前
野
直
彬
氏
が
徂
徠
の
書

簡
「
復
安
澹
泊
」
中
の
一
文
、「
祗
李
王
心
在
良
史
。
而
不
遑
及
六
経
。

不
佞
乃
用
諸
六
経
。
為
有
異
耳
。」
を
「
た
だ
李
・
王
二
氏
は
良
史

（
す
ぐ
れ
た
記
述
者
）
と
な
る
こ
と
に
志
が
あ
っ
て
、
六
経
ま
で
手
を

出
す
余
裕
が
な
か
っ
た
の
に
、
私
は
そ
れ
を
六
経
の
解
釈
に
応
用
し
た

点
が
、
違
う
と
い
え
る
だ
け
で
す
。」
と
解
さ
れ
た
の
を
参
考
に
し
た

（『
日
本
の
名
著
16　

荻
生
徂
徠
』「
徂
徠
集
（
抄
）」〔
中
央
公
論
社
／

一
九
八
三
〕
二
八
八
頁
。
右
の
本
文
は
『
日
本
思
想
大
系
36　

荻
生
徂

徠
』「
徂
徠
集
」〔
岩
波
書
店
／
一
九
七
三
〕
五
三
七
頁
に
拠
り
、
訓
点

は
省
略
し
て
示
し
た
）。

⑭　

前
掲
注
③
拙
稿
。
二
十
四
巻
本
は
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
双
紅

堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
（
編
號
：D
8622100

）。
こ
れ
に
は
沢
田
一

斎
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、『
精
言
』
編
纂
に
使
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
題
、
序
は
『
醒
世
恒
言
』
で
あ
る
が
、
通
常
知

ら
れ
る
四
十
巻
本
『
醒
世
恒
言
』
中
の
二
十
二
篇
に
加
え
、『
警
世
通

言
』
か
ら
一
篇
、『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
か
ら
も
一
篇
採
っ
て
お
り
、
選

集
の
よ
う
な
性
格
も
持
っ
て
い
る
。
そ
の
他
書
誌
等
に
つ
い
て
は
、
大

塚
秀
高
『
増
補
中
国
通
俗
書
目
』（
汲
古
書
院
／
一
九
八
七
）
一
五
頁

に
詳
し
い
。

⑮　

中
国
で
も
黄
叔
琳
が
本
文
を
校
訂
し
詳
細
な
注
を
付
け
た
も
の
が
乾

隆
六
（
一
七
四
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
白
駒
の
訓
点
本
は
そ
れ
に

十
年
先
行
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
点
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

戸
田
浩
曉
「
岡
白
駒
の
文
心
雕
龍
開
版
に
つ
い
て
」（『
中
國
文
學
論

考
』
第
一
編
／
汲
古
書
院
／
一
九
八
七
）
一
二
七
─
一
五
四
頁
、
門
脇

廣
文
「
日
本
最
初
の
『
文
心
雕
龍
』
の
版
本
」（『
文
心
雕
龍
の
研
究
』

附
録
第
三
章
二
／
創
文
社
／
二
〇
〇
五
）
四
〇
三
─
四
〇
九
頁
参
照
。

⑯　

戸
田
浩
曉
訳
『
文
心
雕
龍
（
上
）』「
解
題
」（
新
釈
漢
文
大
系
六
十

四
／
明
治
書
院
／
一
九
七
四
）
五
頁
、『
文
心
雕
龍
（
下
）』（
新
釈
漢

文
大
系
六
十
五
／
明
治
書
院
／
一
九
七
八
）
六
七
四
─
六
七
六
頁
、
目

加
田
誠
訳
『
文
心
雕
龍
』「
解
題
」（
目
加
田
誠
著
作
集
第
五
巻
／
龍
溪

書
舎
／
一
九
八
六
）
四
六
六
─
四
六
七
頁
参
照
。

⑰　

岡
白
駒
校
正
句
讀
『
文
心
雕
龍
』（
享
保
十
六
〔
一
七
三
一
〕
年
／

難
波
文
海
堂
刊
。『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』
第
十
六
集
〔
汲
古
書
院
／

一
九
七
七
〕
所
収
の
影
印
を
使
用
）。
訓
点
は
省
略
し
、
句
読
点
、
訳

は
筆
者
が
付
し
た
。

⑱　
『
論
語
』「
公
治
長
」
篇
に
「
子
貢
曰
、
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
也
。

夫
子
之
言
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
。（
子
貢
は
言
っ
た
。「
先
生
が
、

具
体
的
な
文
化
に
つ
い
て
話
さ
れ
る
の
を
、
聞
く
こ
と
は
出
来
る
が
、

性
や
天
道
に
つ
い
て
話
さ
れ
る
の
を
、
聞
く
こ
と
は
出
来
な
い
）」（
井

波
律
子
訳
『
完
訳
論
語
』
一
二
〇
─
一
二
一
頁
）
と
あ
る
の
に
基
づ
い

て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
井
波
氏
は
「
文
章
」
を
「
具
体
的
な
文
化
」

と
解
さ
れ
、
ま
た
徂
徠
は
『
論
語
徴
』（
元
文
／
一
七
三
七
刊
。『
荻
生

徂
徠
全
集
』
第
三
巻
〔
み
す
ず
書
房
／
一
九
七
七
〕
所
収
の
影
印
を
使

用
）
の
中
で
「
夫
子
之
文
章
。
謂
禮
樂
也
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、
白
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駒
の
序
で
は
「
文
辞
」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

⑲　

日
野
龍
夫
氏
は
白
駒
が
白
話
小
説
や
漢
文
笑
話
を
取
り
上
げ
た
こ
と

は
評
価
す
る
一
方
、「
数
多
い
著
作
の
ほ
と
ん
ど
は
儒
者
の
古
典
の
通

俗
的
な
注
釈
書
で
、
儒
者
と
し
て
の
業
績
に
見
る
べ
き
も
の
は
な

い
。」
と
述
べ
る
（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
一
巻
／
岩
波
書
店
／

一
九
八
三
）。
ま
た
村
上
雅
孝
氏
は
『
先
哲
叢
談
』（
永
禄
か
ら
享
保
年

間
に
至
る
ま
で
の
著
名
な
儒
者
の
伝
記
集
。
原
念
斎
著
。
文
化
十
三
／

一
八
一
六
年
刊
）
に
見
え
る
白
駒
の
評
価
の
低
さ
や
、
日
野
氏
の
指
摘

を
踏
ま
え
た
上
で
、「
白
駒
の
儒
学
は
、
そ
の
著
作
か
ら
見
る
と
、
思

想
的
な
深
み
は
な
く
、
朱
子
学
者
に
よ
く
見
ら
れ
る
訓
詁
注
釈
的
な
考

証
を
主
に
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
考
察
す
る
（「
岡
白
駒
と

訓
訳
」
／
『
国
語
学
研
究
』
第
五
十
四
集
／
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
国
語
学
研
究
室
／
二
〇
一
五
）。

⑳　

前
掲
注
⑮
戸
田
氏
一
三
八
─
一
四
〇
頁
。

㉑　

白
駒
の
古
文
辞
学
と
の
接
触
は
檜
垣
里
美
「
岡
白
駒
年
譜
」（『
岡
白

駒
・
沢
田
一
斎
施
訓　

小
説
三
言
』
所
収
／
ゆ
ま
に
書
房
／
一
九
七

六
）
八
九
四
─
八
九
五
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
白
駒
の
著
述
の

中
に
は
、
徂
徠
の
『
論
語
徴
』
を
批
正
す
る
目
的
で
著
し
た
『
論
語
徴

批
』、
ま
た
徂
徠
の
高
弟
で
あ
っ
た
服
部
南
郭
の
『
新
刻
蒙
求
』
を
意

識
し
た
『
蒙
求
箋
註
』
等
、
古
文
辞
派
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
見
ら

れ
る
と
い
う
（
八
九
八
、
九
一
六
頁
）。

㉒　

戸
田
浩
曉
著
『
文
心
雕
龍
（
上
）』（
新
釈
漢
文
大
系
六
四
／
明
治
書

院
／
一
九
七
四
）
二
一
四
─
二
一
五
頁
を
引
用
し
た
。
尚
、
本
文
は
白

駒
施
訓
の
和
刻
本
に
よ
っ
て
校
訂
し
、
訓
点
は
省
略
し
て
示
す
。

㉓　

前
掲
注
㉒
戸
田
氏
の
注
釈
に
拠
れ
ば
、「
蠶
蠏
鄙
諺
」
は
死
ん
だ
兄

の
た
め
に
喪
服
を
着
な
か
っ
た
男
が
、
礼
に
や
か
ま
し
い
孔
子
の
門
人

が
村
の
長
官
に
な
る
と
聞
い
て
喪
服
を
着
た
こ
と
を
謗
っ
た
話
。
喪
服

を
着
た
の
は
決
し
て
兄
に
対
し
て
喪
に
服
し
た
の
で
は
な
く
、
無
関
係

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
蚕
は
紡
い
だ
繭
を
入
れ
る
箱
が
な
く
、
蟹
に

は
箱
が
あ
る
が
蚕
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
喩
え
て
い
る
。

「
狸
首
淫
哇
」
は
、
孔
子
の
古
い
友
人
・
原
壌
が
自
分
の
母
の
棺
桶
を

作
る
材
木
を
見
て
「
木
目
の
美
し
さ
は
狸
の
あ
た
ま
の
ぶ
ち
の
ご
と
。

手
に
取
れ
ば
女
の
手
の
よ
う
な
柔
ら
か
さ
」
と
歌
い
、
孔
子
は
そ
れ
を

聞
か
ぬ
ふ
り
を
し
た
と
い
う
話
。

㉔　

前
掲
注
⑮
戸
田
氏
一
四
二
─
一
四
三
頁
。

㉕　

前
掲
注
⑮
戸
田
氏
一
四
三
頁
。　

㉖　
『
醒
世
恒
言
』（
二
十
四
巻
本
）
序
で
は
精
神
が
濁
っ
た
状
態
「
酔
」

と
醒
め
た
状
態
「
醒
」（
ま
た
こ
れ
が
「
恒
」
と
説
明
さ
れ
る
）
を
対

比
し
、「
從
恒
者
吉
、
背
恒
者
兇
。」
等
と
「
恒
」
で
あ
る
こ
と
の
重
要

さ
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て
「
六
經
國
史
而
外
、
凡
著
述
皆
小
説
也
、
而

尚
理
或
病
干
艱
深
、
修
詞
或
傷
干
藻
繪
、
則
不
足
以
觸
里
耳
而
振
恒

心
」
と
述
べ
る
箇
所
か
ら
は
、『
醒
世
恒
言
』
が
収
め
る
よ
う
な
通
俗

的
な
小
説
こ
そ
が
人
々
の
「
恒
心
」
を
奮
い
起
こ
す
こ
と
が
出
来
る
の

だ
と
い
う
考
え
が
窺
わ
れ
る
。『
醒
世
恒
言
』
の
前
に
刊
行
さ
れ
た

『
古
今
小
説
（
喩
世
明
言
）』『
警
世
通
言
』
序
で
は
よ
り
積
極
的
に
風

化
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
材
木
谷
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
小
説
を
風
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「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

化
の
尺
度
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。「
三

言
」
序
に
つ
い
て
は
前
掲
注
⑦
材
木
谷
氏
の
論
考
の
ほ
か
、
前
掲
注
⑪

大
木
氏
の
論
考
（
一
二
二
─
一
二
七
頁
）
に
詳
し
い
。

㉗　

前
掲
注
㉒
戸
田
氏
七
二
頁
。

㉘　
「
鏡
花
水
月
」
は
詩
歌
等
を
評
す
る
語
で
、
詩
の
興
趣
を
指
す
語
と

考
え
ら
れ
る
。
明
の
謝
榛
が
撰
し
た
詩
論
書
『
詩
家
直
説
』
巻
一
に

「
詩
有
可
解
、
不
可
解
、
不
必
解
、
若
水
月
鏡
花
、
勿
泥
其
迹
可
也
」

（
李
慶
立
・
孫
慎
之
箋
注
『
明
清
文
学
理
論
叢
書　

詩
家
直
説
箋
注
』

〔
齊
魯
書
社
／
一
九
八
七
〕
一
一
頁
）
と
あ
る
の
が
詩
論
に
用
い
た
早

い
例
と
思
わ
れ
る
が
、
注
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
南
宋
の
厳
羽
に
よ
る
詩
論

書
『
滄
浪
詩
話
』「
詩
辨
」
に
「
如
空
中
之
音
、
相
中
之
色
、
水
中
之

月
、
鏡
中
之
象
、
言
有
盡
而
意
無
窮
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
と
い
う
。

近
世
期
の
日
本
で
も
、
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
に
『
滄
浪
詩
話
』

が
刊
行
さ
れ
る
等
（
江
戸
須
原
屋
新
兵
衛
刊
行
、
石
川
之
清
編
『
詩
品

三
種
』
に
収
録
）、
当
時
中
国
の
詩
話
が
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。「
三
昧
」
は
本
来
仏
教
語
で
悟
り
の
境
地
の
こ
と
。「
鏡
花
水
月

三
昧
」
と
は
、
事
実
に
基
づ
く
正
史
と
は
異
な
る
、
心
で
感
じ
る
世
界

を
描
き
つ
く
し
て
い
る
と
解
釈
し
た
。

㉙　
『
抱
朴
子
』
外
篇
巻
一
「
嘉
遯
」
に
「
雖
復
下
帷
覃
思
、
殫
毫
騁
藻
、

幽
贊
太
極
、
阐
釋
元
本
、
言
歡
則
木
梗
怡
顔
如
巧
笑
、
語
戚
則
偶
象
嚬

顣
而
滂
沱
、
抑
輕
則
鴻
羽
沉
於
弱
水
、
抗
重
則
玉
石
漂
於
飛
波
、
離
敗

則
肝
膽
為
胡
越
、
…
…
然
不
能
沾
大
惠
於
庻
物
、
著
弘
勲
於
皇
家
、
名

與
朝
露
皆
晞
、
體
與
蜉
蝣
並
化
、
忽
崇
高
於
聖
人
之
寳
…
」
と
あ
る

（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
に
よ
り
、
句
読
点
は
私
に
付
し
た
）。

㉚　

前
掲
注
③
尾
形
氏
八
八
七
─
八
八
八
頁
。「
小
水
湾
天
狐
詒
書
」
は

『
醒
世
恒
言
』
四
十
巻
本
で
も
巻
六
に
収
録
さ
れ
る
。

㉛　

こ
の
前
で
は
、「
欲
榜
諭
律
令
。
上
下
易
通
暁
也
。
於
是
乎
有
官
府

律
令
之
語
矣
。
若
夫
諱
辟
換
文
。
轉
借
成
義
。」
と
、
具
体
例
を
挙
げ

な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

㉜　

石
崎
氏
は
「
江
戸
に
於
け
る
冠
山
及
び
徂
徠
の
蘐
園
を
中
心
と
す
る

唐
話
學
者
は
、
單
な
る
唐
話
學
の
流
行
に
止
ま
り
、
白
話
小
説
に
至
つ

て
は
概
し
て
俗
語
研
究
の
補
助
と
し
て
讀
む
程
度
に
過
ぎ
な
か
つ
た
や

う
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
（
注
②
前
掲
書
第
一
節
第
五
章
「
白
話
文
學

と
國
文
學
」
一
七
五
頁
）。
ま
た
徳
田
武
氏
は
そ
の
要
因
に
つ
い
て

「
江
戸
の
蘐
園
の
唐
音
流
行
が
一
時
的
な
も
の
に
終
わ
っ
て
、
上
方
の

よ
う
に
翻
案
小
説
が
出
現
す
る
ほ
ど
に
深
く
な
ら
な
か
っ
た
の
も
、
結

局
俗
語
文
芸
を
正
統
の
学
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い

か
。」
と
推
測
し
て
い
る
（『
近
世
日
本
小
説
と
中
国
小
説
』
第
二
部
第

一
章
「『
英
草
紙
』
と
三
言
─
「
俗
に
即
し
て
雅
を
為
す
」
─
」
／
青

裳
堂
書
店
／
一
九
八
七
／
一
五
四
頁
）。

㉝　

拙
稿
「
澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
中
国

学
会
報
』
第
七
十
集
／
日
本
中
国
学
会
／
二
〇
一
八
）。

㉞　

尾
形
仂
「
中
国
白
話
小
説
と
『
英
草
紙
』」（『
文
学
』
三
十
四
─
三

／
岩
波
書
店
／
一
九
六
六
）。

㉟　

前
掲
注
㉜
徳
田
氏
一
五
六
─
一
五
八
頁
。

㊱　

筆
者
は
こ
の
篇
を
非
現
実
的
な
も
の
と
判
断
し
た
が
、『
今
古
奇
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観
』
に
は
こ
れ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
先
に
白
駒
が
選
択
し
な
か

っ
た
も
の
と
し
て
二
十
四
巻
本
『
醒
世
恒
言
』
巻
四
「
灌
園
叟
晩
逢
仙

女
」
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
も
『
今
古
奇
観
』
巻
八
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
二
篇
が
『
今
古
奇
観
』
中
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
例
外
と
言
え
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
今
回

定
め
た
基
準
に
よ
っ
て
非
現
実
的
と
判
断
さ
れ
る
小
説
が
ど
の
よ
う
に

扱
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
着
目
す
る
。

㊲　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
78　

英
草
紙
・
西
山
物
語
・
雨
月
物

語
・
春
雨
物
語
』（
小
学
館
／
一
九
九
五
）
一
九
頁
。

㊳　

飯
倉
洋
一
「
怪
異
と
寓
言　

浮
世
草
子
・
談
義
本
・
初
期
読
本
」

（『
西
鶴
と
浮
世
草
子
研
究
』
第
二
号
／
笠
間
書
院
／
二
〇
〇
七
）。

㊴　

前
掲
注
㉜
徳
田
氏
一
六
二
─
一
六
三
頁
。

㊵　

一
斎
は
京
都
で
実
際
に
起
き
た
事
件
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
白
話
小

説
『
演
義
侠
妓
伝
』
の
作
者
と
見
ら
れ
て
い
る
。『
中
村
幸
彦
著
述

集
』
第
七
巻
（
中
央
公
論
社
／
一
九
八
四
）
に
解
説
と
影
印
が
収
録
さ

れ
る
。

　

本
稿
は
平
成
三
十
一
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
特
別
研
究
員
奨
励

費
・
課
題
番
号
一
九
Ｊ
〇
一
〇
九
七
「
漢
籍
解
釈
か
ら
見
る
言
語
観
の
確

立
─
─
日
本
近
世
期
に
お
け
る
唐
話
学
再
評
価
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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「
和
刻
三
言
」
採
録
篇
に
見
え
る
小
説
の
評
価
つ
い
て
（
宮
本
）

表
一書　

名

巻
・
題

原　
　
　

拠

『
小
説
精
言
』

巻
一
「
十
五
貫
戯
言
成
巧
禍
」

『
醒
世
恒
言
』
巻
三
十
三
「
十
五
貫
戯
言
成
巧
禍
」

巻
二
「
喬
太
守
乱
點
鴛
鴦
譜
」

『
醒
世
恒
言
』
巻
八
「
喬
太
守
乱
點
鴛
鴦
譜
」

『
今
古
奇
観
』
巻
二
十
八
「
喬
太
守
乱
點
鴛
鴦
譜
」

巻
三
「
張
淑
兒
智
脱
楊
生
」

『
醒
世
恒
言
』
巻
二
十
一
「
張
淑
兒
智
脱
楊
生
」

巻
四
「
陳
多
壽
生
死
夫
妻
」

『
醒
世
恒
言
』
巻
九
「
陳
多
壽
生
死
夫
妻
」

『
小
説
奇
言
』

巻
一
「
唐
解
元
玩
世
出
奇
」

『
警
世
通
言
』
巻
二
十
六
「
唐
解
元
一
笑
姻
縁
」

『
今
古
奇
観
』
巻
三
十
三
「
唐
解
元
玩
世
出
奇
」

巻
二
「
劉
小
官
雌
雄
兄
弟
」

『
醒
世
恒
言
』
巻
二
「
劉
小
官
雌
雄
兄
弟
」

『
小
説
選
言
』
巻
八
「
劉
小
官
雌
雄
兄
弟
」

巻
三
「
滕
大
尹
鬼
断
家
私
」

『
古
今
小
説
』
巻
十
「
滕
大
尹
鬼
断
家
私
」

『
喩
世
明
言
』
巻
三
「
滕
大
尹
鬼
断
家
私
」

『
今
古
奇
観
』
巻
三
「
滕
大
尹
鬼
断
家
私
」

『
小
説
選
言
』
巻
十
七
「
滕
大
尹
鬼
断
家
私
」

巻
四
「
錢
秀
才
錯
占
鳳
凰
儔
」

『
醒
世
恒
言
』
巻
七
「
錢
秀
才
錯
占
鳳
凰
儔
」
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『
今
古
奇
観
』
巻
二
十
七
「
錢
秀
才
錯
占
鳳
凰
儔
」

巻
五
「
梅
嶼
恨
蹟
」

『
西
湖
佳
話
古
今
遺
蹟
』
巻
十
四
「
梅
嶼
恨
蹟
」

『
小
説
粋
言
』

巻
一
「
王
安
石
三
難
蘇
学
士
」

『
警
世
通
言
』
巻
三
「
王
安
石
三
難
蘇
学
士
」

巻
二
「
転
運
漢
巧
遇
洞
庭
紅
」

『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
一
「
転
運
漢
遇
巧
洞
庭
紅　

波
斯
胡
指
破
鼉
龍
殻
」

『
今
古
奇
観
』
巻
九
「
転
運
漢
巧
遇
洞
庭
紅
」

巻
三
「
呂
大
郎
還
金
完
骨
肉
」

『
警
世
通
言
』
巻
五
「
呂
大
郎
還
金
完
骨
肉
」

『
今
古
奇
観
』
巻
三
十
一
「
呂
大
郎
還
金
完
骨
肉
」

『
小
説
選
言
』
巻
五
「
呂
大
郎
還
金
完
骨
肉
」

巻
四
「
包
龍
図
智
賺
合
同
文
」

『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
三
十
三
「
張
員
外
義
撫
螟
蛉
子　

包
龍
図
智
賺
合
同
文
」

『
小
説
選
言
』
巻
三
「
包
龍
図
智
賺
合
同
」

巻
五
「
襲
私
怨
狠
僕
告
主
翁
」

『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
十
一
「
悪
船
家
計
賺
仮
屍
銀　

狠
僕
人
誤
投
真
命
状
」

『
今
古
奇
観
』
巻
二
十
九
「
懐
私
怨
狠
僕
告
主
翁
」

『
小
説
選
言
』
巻
十
三
「
懐
私
怨
狠
僕
告
主
」


